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堀田 千絵（1）（chie_hotta@yahoo.co.jp）
杉浦 ミドリ（2）・八田 武志（1）

〔（1）関西福祉科学大学・（2）放送大学〕

Aged adults can image positively-stable near and far future
Chie Hotta (1), Midori Sugiura (2), Takeshi Hatta (1)

(1) Department of Health Science, Kansai University of Welfare Sciences, Japan
(2) Aichi Study Center, The Open University of Japan, Japan

Abstract
The aim of this study was to examine whether future simulation in one’s life (one, three, five, and ten years later) for 40s, 50s, 60s, 
70s, and 80s elderly groups could differ from that in undergraduate students.  The results showed that (1) female had positively future 
thought, compared to male, especially middle-aged group; (2) consistently, the degree of the future simulation for male decreased 
with age, but not for female; (3) people had more positively future simulation in their life for far future (10 years later), but not for 
near future(1 year later), especially in undergraduate students, whereas the old-old people simulated positively both in near and far 
future.  These results suggest that healthy old-old people had positive future image both in near and far future, but not for middle-
aged group(especially male). 
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1.  問題と目的

1.1 はじめに

　超高齢社会に突入し、中高年者における健康の維持、

増進に関する施策が多方面にわたって整備されつつある

（e.g., 高齢社会白書，2011）。本研究は、加齢に伴う衰え

を避けられないまでも、心身共に健康な状態で長寿を全

うできるような心理学的提言を行うことを目的としてい

る。これを達成するためには、現状で健康な老年期を送

る超高齢者における過去から現在、および未来に対する

心理社会的な特徴を明らかにすることが重要であると考

える。というのも、これらが不健康な高齢者や今後老後

を迎える人々への処方箋となることが考えられるためで

ある（e.g., 考察として、堀田・杉浦，印刷中）。特に、75
歳を過ぎた後期高齢者の心理社会的側面を他の年齢群と

比較し検討することで、健康長寿に関連する要因が明ら

かになるものと期待できる。

　そこで本研究は以下の 2 点を目的とする。第 1 に、後

期高齢者における自己の未来の描き方を把握することで

ある。第 2 に、第 1 点の結果を踏まえ、今後の研究の方

向性を考察することである。

　まず、高齢者が自己の未来をどのように描く傾向にあ

るか、近年の先行研究をレビューすることとする。

1.2 未来イメージに焦点を当てる意義

　これまでの高齢者に関わる研究の多くは、身体、運動、

認知機能の衰退を論じており、高齢者における健康の維

持、増進といった観点からすると示唆に乏しいものばか

りであった。一部の高齢者の感情、認知研究のレビュー

をはじめ（e.g., Mather, 2010）、近年になり、高齢者にお

ける認知機能の個人差が大きい点（八田・岩原・伊藤・

永原・八田・八田・堀田，2010）や、認知機能訓練によ

り神経心理学的な成績が上昇すること（e.g., Valenzuela, 
2009）、ピアノや簡単なリズム運動などのトレーニングを

重ねることにより、転倒率が減少したりバランス機能が

改善する結果をも導き出している（e.g., Trombetti, Hars, 
Herrmann, Kressig, Ferrari, & Rizzoli, 2011）。このように、

高齢者のポジティブな側面を顕在化させる研究結果は

今後さらに増加するものといえる（e.g., 考察として、堀

田・伊藤・岩原・ 永原・八田・八田・八田，2011；堀毛，

2010）。
　本研究もこのような研究の流れを汲むものであり、特

に、超高齢者が自己の未来をどのように描いているのか、

若齢者とどのように異なるのかを明確にしたい。

　高齢者の未来に関するイメージに焦点を当てた神経科

学的、心理学的知見によれば、健忘症患者やアルツハイ

マー型の認知症患者は、自己の未来を、場所、登場人物

や対象などを具体的にイメージしながら描くことができ

ず、それは過去の記憶においても同様であることがわかっ

ている（e.g., Addis, Wong, & Schacter, 2007）。さらに、比

較的健康な高齢者であっても、大学生と比べれば、同様

の傾向が認められる（Schacter et al., 2011）。
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　このような自己のエピソード未来思考の研究結果は、

加齢とともに過去のエピソード記憶が減衰することを報

告してきた先行研究に一致する。しかし、本研究が焦点

を当てるポジティブな自己の未来志向についてはどう

か。実際に、加齢とともに情動が認知に与える影響は増

すといわれている（Carstensen, Mikels, & Mather, 2006）。
たとえば、高齢者の自伝的記憶は、若齢者と比べポジ

ティブな感情を伴い報告されることも実証されている

（Kennedy,  Mather, & Cartensen, 2004）。これらの高齢者に

おけるポジティヴィティ効果（positivity effect; e.g., Mather 
& Carstensen, 2005）は、ネガティブな情報には目を向け

ずポジティブな情報に注意や記憶が機能するという認知

的制御が可能であることを示唆する結果でもあるともさ

れ（e.g., Anderson, 2003; Bjork, 1989; 堀田，2011；堀田ら，

2011; Sapniol, Voss, & Grady, 2008）、本研究が焦点を当てる

未来思考もポジティブに描く可能性がある。

　そこで本研究は、現在から 1 年、3 年、5 年、10 年後の

未来に対して自己をどのように描くのか、大学生との比

較において、中年者から 80 代までの後期高齢者を対象に

検討することとする。

2.  方法

2.1 対象者

　愛知県内の A 大学の大学生 48 名、および北海道 Y 町

の住民検診に参加した者のうち、認知機能検査は受診せ

ず生活調査票のみ提出し、かつ氏名、年齢の未記入であっ

た 8 名を除外した者 199 名、および愛知県 O 市の住民自

由参加型のファーマーズマーケットに参加した 12 名の合

計 211 名であった（平均 55.52 歳、女性 140 名、男性 71
名）。年齢の内訳は、大学生 48 名（女性 38 名、男性 10 名）、

45 歳から 54 歳 15 名（女性 10 名、男性 5 名）、55 歳から

64 歳 58 名（女性 42 名、男性 14 名）、67 歳から 74 歳 71
名（女性 44 名、男性 27 名）、75 歳から 90 歳 21 名（女性

6 名、男性 15 名）であった。冒頭で述べたように、本研

究は 75 歳以上の後期高齢者と他を比較することを目的と

しているため、以上のような分類によって分析を行うこ

ととした。性別ごとの平均年齢は Table 1 に示した。

2.2 手続き

　調査用紙には、教育年数、および年齢と性別を記載し、

以下のように調査用紙に記した。「以下の質問は、あなた

の今後（将来）のことについてたずねるものです。」「現

在を 0 として、1 年後、3 年後、5 年後、10 年後の暮らし

ぶりがどのように想像できますか？あなた自身の気持ち

として当てはまる番号（– 5 から 5）に○を囲んでください。

0 から左に向かって、みじめな暮らし、0 から右に向かっ

て幸せな暮らしという方向をさしています。」

　この文章を、1 年後、3 年後、5 年後、10 年後別に記載

し現在が 0 であることを例に示した。

3.  結果

　Table 1 には、年齢ごとに教育年数、および未来に対す

る自己の状態の平均評定値およびその標準偏差を示した。

平均評定値は、– 5 が最も惨めな生活、＋ 5 が最も幸せな

生活の幅をもつ。結果を概観していえることは、すべて

の年齢群で 0 を下回ることはなく、自己の未来をポジティ

ブに描くことであった。

　さらに、Table 1 を概観すると以下のような傾向が認め

られる。大学生は遠未来になるにつれ、自己の未来をよ

りポジティブに描くパターンとなっている。一方、55 歳

以上、65 歳以上の中高年者をみると、遠未来になるにつ

れ、ポジティブな度合いが減少していることが窺われる。

そこで、本研究は年齢、性別を独立変数、1 年後、3 年

後、5 年後、10 年後を従属変数とし多変量回帰分析を実

施し、以上の傾向が認められるか検討を行った。その結

果、加齢に伴い 1 年後（β = .21, p < .01）、3 年後（β = .11, 

年齢 教育年数
未来イメージ

1 年後 3 年後 5 年後 10 年後

大学生
M 19.47 13.34 1.03 1.45 1.85 2.29

SD 0.51 0.46 2.12 1.74 2.41 2.28

45 ～ 54
M 49.27 12.75 0.70 1.10 1.35 1.15

SD 4.22 2.10 1.25 1.67 1.54 2.25

55 ～ 64
M 60.00 11.43 0.99 0.89 0.84 0.68

SD 1.89 1.68 1.56 1.72 2.08 2.29

65 ～ 74
M 70.12 10.59 1.54 1.23 0.93 0.41

SD 2.84 2.24 1.95 2.05 2.25 2.79

75 ～
M 81.50 9.37 1.94 1.87 1.85 1.60

SD 4.59 3.00 1.70 1.57 1.57 1.71

Table 1：各年齢群における年齢、教育年数および近未来、遠未来イメージの平均評定値

（注）未来イメージの各年代の得点の最高点は 5、最低点は -5 である。
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p < .10）の未来をよりポジティブに描く傾向にあるが、10
年後は低下することが明らかとなった（β = -.19, p < .01）。
性別に関しては有意な差が認められなかった。なお、決

定係数は、1 年後：R2 = .05、3 年後：R2 = .01、5 年後：R2 
= .00、10 年後：R2 = .04 であった。

　以上のことから、加齢とともに、10 年後のような遠未

来については、1 年後や 3 年後ほど幸せな生活を描くこと

ができないことが明らかとなった。一方、近未来につい

ては加齢とともによりポジティブに描く傾向となり、大

学生の近未来よりポジティブに描くことがわかった。

　さらに、Table 1 をみると、75 歳以上の後期高齢者は、

近未来、遠未来ともに一貫してポジティブな自己の将来

を描くパターンとなっており、このようなパターンは 75
歳以上の後期高齢者にのみ認められるようである。本研

究は、以上の結果について確証を得るため、年齢群（5：
大学生／ 45 ～ 54 ／ 55 ～ 64 ／ 65 ～ 74 ／ 75 ～）× 未来

思考（4：1 年後／ 3 年後／ 5 年後／ 10 年後）×性別（2：
男性／女性）の 3 要因の混合要因の分散分析を実施した。

これまでの先行研究においても、女性が、男性と比べ不

快記憶の忘却が困難である（堀田ら，2011）など性別が

結果に異なる影響を与える可能性は十分に考えられるた

め、上記の分析と同様、性別を要因に含め分析を行うこ

ととした。Figure 1 上段に男性の結果を、下段に女性の結

果を示した。

　分散分析の結果、全体として女性（1.49）は男性（0.80）

よりも未来をポジティブに描く傾向にあった（F (1,181) = 
4.39, MSe = 57.18, p < .05）。特に Figure 1 の男性と女性の

結果を比較してみると明らかであるが、45歳以上（F (1,181) 
= 3.34, MSe = 43.59, p < .07）、55 歳以上（F (1,181) = 4.59, 
MSe = 59.79, p < .05）の女性において、男性よりもポジティ

ブに未来を志向する傾向にあることもわかった。その他

の年齢群においては有意な差が認められなかった。

　さらに、男性、女性において年齢ごとで未来の描き方

が異なるという年齢×性別の交互作用効果が有意な傾

向差で認められた（F (4,181) = 1.99, MSe = 25.94, p < .10）。
有意な傾向差ではあるが、本研究の骨子にかかわる重要

な結果であるため、下位分析を実施した。その結果、男

性においては、大学生（2.18）が、45 歳以上（.40; t (181) 
= 1.80, MSe = 13.04, p < .07）、55 歳以上（.34; t (181) = 2.46, 
MSe = 13.04, p < .05）、65 歳以上（.69; t (181) = 2.22, MSe = 
13.04, p < .05）、75 歳以上（.38; t (181) = 2.43, MSe = 13.04, 
p < .05）のすべての年齢群よりも全体として未来をポジ

ティブに描く傾向にあることがわかったが、大学生以外

の年齢群間において有意な差は認められなかった。男性

の場合、若齢者と比べ、中高年者は幸せに未来をイメー

ジする傾向が低いことが明らかとなった。

　一方、女性においては、すべての年齢群において差が

認められなかった（大学生（1.13）、45 歳以上（1.75）、55
歳以上（1.92）、65 歳以上（1.27）、75 歳以上（1.38））。男

性の場合とは異なり、女性は加齢とともに未来を幸せに

描く程度に違いがみられないことが明らかとなった。特

に、75 歳以上であっても大学生と違いがみられない点は

興味深い結果である。さらに、近未来から遠未来へポジ

ティブに志向する度合いに違いがみられた（F (3,543) = 
2.98, MSe = 5.41, p < .05）。10 年後の自己は 1 年後（t (181) 
= 2.76, MSe = 1.81, p < .05）、3年後（t (181) = 2.98, MSe = 1.81, 
p < .01）、5 年後（t (181) = 3.39, MSe = 1.81, p < .01）と比

べより幸せだと考える傾向にあることがわかった。1年後、

3 年後、5 年後の間での違いは認められなかった。この傾

向は年齢との交互作用によってさらに以下のように説明

できる（F (12,543) = 2.25, MSe = 4.08, p < .01）。
　大学生（F (3,543) = 2.98, MSe =7.01, p < .01）、75 歳以上

の後期高齢者（F (3,543) = 5.18, MSe = 9.39, p < .01）は、1、3、
5、10 年後において未来の描き方に有意に違いが認められ

た。大学生では、5 年後の方が 1 年後よりも（t (181) = 2.98, 
MSe = 1.81, p < .01）、また 10 年後の方が 1 年後（t (181) = 
4.61, MSe = 1.81, p < .001）、3 年後（t (181) = 3.06, MSe = 1.81, 
p < .01）よりも、自己の未来は明るいと考えることがわかっ

た。一方、75 歳以上では、10 年後は 3 年後（t (181) = 3.33, 
MSe = 1.81, p < .001）、5 年後（t (181) = 2.09, MSe = 1.81, p 
< .05）よりも未来を明るいと考えているが、1 年後は 5 年

後よりも明るく（t (181) = 2.77, MSe = 1.81, p < .01）、10 年

後と差がない程度に自己の未来を明るく描いていること

がわかった（t  < 1, ns）。一方、その他の年齢群において

は差が認められなかった。

　大学生は、1 年後の近未来よりも 10 年後の遠未来にお

いてより幸せな生活を送っているだろうととらえる一方Figure 1：性別および年齢における自己の未来イメージ
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で、後期高齢者は、1 年後の近未来、10 年後の遠未来は

同程度に明るいと捉えていることがわかった。

4.  考察

4.1 結果のまとめ

　高齢者の注意や記憶特性に認められるポジティヴィ

ティ効果が、未来のシミュレーションにも影響を与える

ことを予測し、1 年、3 年、5 年、10 年後の未来に対して

自己をどのように描くのか、大学生との比較において、

中年者から 80 代までの後期高齢者を対象に検討した。得

られた知見は以下の 4 点に集約できる。

　第 1 に、加齢とともに、時間的に遠い未来になればな

るほどポジティブな自己をシミュレーションすることが

できなくなる。第 2 に、本研究の対象者は、全体として

未来をポジティブに描く傾向にあった。その中でも男性

と比べ女性は特にその傾向が高く、45 歳から 64 歳の中高

年者にその差が顕著に認められた。第 3 に、男性におい

て、自己の未来をポジティブに描く傾向が加齢とともに

低下したが、女性はそのような傾向は認められなかった。

第 4 に、近未来よりも遠未来をよりポジティブに描く傾

向にあった。特に、その傾向が顕著に認められたのは大

学生であった。注目すべき後期高齢者においては、近未来、

遠未来ともにポジティブに描く傾向にあり、大学生とは

異なるパターンであった。他の年齢群においては近未来、

遠未来ともに変化がみられなかった。

　以上の結果は次にまとめられる。我々は、加齢ととも

に近未来から遠未来に向かって自己の生活をポジティブ

に描くことができなくなるようであるが、この傾向は、

大学生および後期高齢者の場合にはあてはまらない。大

学生は遠未来に向かってより自己をポジティブに描く傾

向を示した。一方、後期高齢者は、近未来、遠未来とも

ポジティブに自己を捉えることができるようだ。この結

果はポジティヴィティ効果をもとにした本研究の予測に

一致するものである。しかし、45 歳から 64 歳までの男性

の中高年者は、女性と比べ自己の未来を、より良いもの

としてシミュレーションできないことも明らかとなった。

　遠未来になればなるほどポジティブなシミュレーショ

ンの度合いが高まるという大学生の結果は、近接した未

来を良く捉えることができないと言い換えることもでき

る。近年の大学生は、現状の生活に不安、不満を持つ傾

向が高く、大学生全体の約半数に、自信がない、自分を

価値ある人間として認められないといった悩みが認めら

れることがわかっている（河池，2003）。このような自己は、

過去から現在の自己の認知のとらえ方から影響を受ける

ものであることが予想される。また、これらはより近接

した未来にも影響を及ぼす可能性が十分に考えられる。

しかし、5年後、10年後は近い将来よりは幸せな生活を送っ

ているはずだ、そうありたいという考えが反映され、本

研究が示したように遠未来のポジティブ度が高まった可

能性がある。一方で、45 歳から 64 歳までの男性中高年者

は、顕著に未来をポジティブに描くことができなかった。

これには、社会的地位や職場環境の問題が背景にあると

いえる（高齢社会白書，2011）。
　また、後期高齢者は近、遠未来ともにポジティブに自

己の未来を描く。そのポジティブな度合いは大学生と比

べ同等の水準であった。本研究が対象とした後期高齢者

は、自立生活を営む力を十分にもっている。そのため、

要支援、要介護の範疇にある後期高齢者が同様の結果を

示すことは考えにくい。しかしながら、本研究が冒頭で

挙げた超高齢者の認知、情動、行為のパターンから健康

長寿に必要な事項を特定するという目的からすれば、重

要な知見を明らかにしたといえる。すなわち、後期高齢

者が安定して自己の未来をポジティブに描く、「安定型の

ポジティブ未来イメージ」である。

4.2 今後の課題

4.2.1 関連因子の特定および支援プログラムの構築

　今後は、上述した超高齢者の未来志向パターンが社会

生活機能、認知機能、筋運動系機能とどのように関連す

るのかを丁寧に吟味することが肝要である。超高齢者が

安定して自己をポジティブに捉えることができるのは、

認知機能、筋運動系機能水準がある程度減衰せず維持さ

れているということも十分に考えられる（長谷川，2009；
八田，2009）。また、これまでの社会経済的地位、ストレ

ス脆弱性、困難な場面が生じたときに柔軟に対処し回復

力を兼ね備えることを示すレジリエンス（e.g., Hochhalter, 
Smith, & Ory, 2008）などの関連因子も影響を与える可能

性が考えられる。これらの関連因子を特定できれば、本

研究の目的とする健康長寿を目指す支援プログラムを作

成することが可能となる。

4.2.2 先行研究との関連

　さらに本研究が注目した高齢者における未来志向研究

は、近年様々な課題手続きの創案とともに著しく研究が

増加する傾向にある。例えば、Schacter や Addis ら（Addis, 
Sacchetti, Ally, Budson, & Schacter, 2009）が使用している主

な手続きから結果を概観してみる。

　まず、ある手がかり語（例えば、“木”）から 3 分間で

過去の出来事を想起させる。他方、また別の手がかり語

（例えば、“おもちゃ”）から 3 分間で未来の出来事をイメー

ジさせる。その後、過去、未来の出来事についてどの程

度鮮明であるか（vividness）、どの程度感情を伴うもので

あるか（emotionality）、個人的にどの程度意味があるか

（personal significance）を 5 件法で評定させている。最終

的には、想起、およびイメージされた出来事の内容をエ

ピソード記憶に基づくか、意味記憶に基づくものである

かを分析する。例えば、「桜の木の下で花見をしていると

きに、友だちとのゲームで負け罰ゲームをすることになっ

た（なる）」などの個人に特有な出来事を想起、イメージ

しているような場合は、エピソード記憶の要素を持って

いる（interval details）と分類される。他方、「おもちゃ屋

さんにはクマのぬいぐるみが置いてあった（ある）」など

の事実を拡張しているような出来事は意味記憶的要素を

持っている（external details）と分類される。
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　このような分類からすると、アルツハイマー型の認知

症患者は、意味記憶に問題をもつ認知症患者（semantic 
dementia）よりも意味記憶的な要素に基づき過去を想

起、未来をイメージすることが明らかとなっている

（Ivanoiu, Cooper, Shanks, & Venneri, 2006）。さらに、Addis 
et al.（2009）は、健康な高齢者と比べると、アルツハイマー

患者は、意味記憶、エピソード記憶、両者の要素が過去、

未来ともに乏しいことを見出している。また、アルツハ

イマー患者も健康な高齢者も、両者に違いはなく過去の

方がより詳細に出来事を記述していることがわかってい

る（Addis, Wong, & Schacter, 2008; Schacter & Addis, 2007）。
　このように、障害の質、水準によって異なる結果は得

られているが、共通見解としては、過去と未来は密接に

関連し、その神経科学的証拠が見出されているという点

である。特に、過去の想起、未来をイメージさせると、

両者において、左内側前頭前皮質、後内側頭頂皮質、側

頭葉内側部の活動が認められる（Addis, et al., 2007）。す

なわち、一年後の自己をイメージする場合、現在から約 1
年間の過去の自己の状態を題材に未来を描くということ

を意味する。したがって、過去の 1 年間に自己にとって

耐え難い経験をした者は、少なくとも 1 年といった近未

来を、より良いものとして描くことは困難であるという

予測が立つ。

　上記の研究の重要なポイントは、未来を詳細にシミュ

レーションすればするほど、過去の記憶を材料とすると

いう点である。加齢に伴うエピソード記憶の低下は、周

知の事実であるが、これはまた自己の未来を具体的に描

く際にも悪影響を及ぼすという考え方である 。今後は、

これらの過去、未来の記憶特性が、本研究が扱ったよう

な中高年者、特に後期高齢者の主観的意識や情動のレベ

ルとどのように関連しているのかを明らかにする研究が

必要だといえる。

5.  結語

　本稿は、後期高齢者における未来イメージが中高年者

よりもポジティブなものであり、かつ近、遠未来ともに

安定していることを見出した。介護を必要とする後期高

齢者が増加することも避けられないが、同時に自立生活

を営むことのできる後期高齢者も増加する。今後、少し

でも後者の割合が増えるよう、健康長寿を全うできる支

援プログラムを構築するための研究が必要となる。特

に、54 歳から 64 歳までの男性中高年者は、未来を悲観

的に捉える可能性が示唆された。今後定年を迎える中高

年者が少しでも健やかに老年期を送ることができるよう

な前方視的な研究が必要となる。近年のレビュー研究か

らも明らかなように、加齢に伴い、認知、運動、脳機能

が徐々に低下していくという知見は否定されており（e.g., 
Hertzog, Kramer, Robert, Wilson & Lindenberger, 2009）、 老

年期における認知能力や QOL などの個人差が大きいこと

も報告されつつある（八田ら，2010）。加齢による影響以

外に、その低下に影響を与える具体的な事項を掲げ、中

高年者の精神的健康を維持、増進させるための示唆に富

む研究の蓄積が必要といえる。
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